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｢ヘッセン州雑誌目録」の内部用フォーマットに転換することを考慮している。

上記の課題を果すためには，データ・プールの拡大，参加館と中央機関によるデータ・プー

ルの管理，更らには，プログラム･システムの構築と維持，とが前提となるであろう。

以下の章で雑誌データ・バンクの構成，一般業務，及びその現状を概観することにする。

そして最後に，近い将来における開発課題を烏徹してふたい。

1）この勧告は現在，学術振興会の専門委員会で検討されており，1978年春には,ABT-

Informationenに公表される予定である。

2.ABT雑誌データ・バンクの構成

雑誌データ・バンクは，その初期の段階では，共同データ・プールとしてGZS(Gesamt-

verzeichnisderZeitschriftenundSerien),UBderFUBerlin,UBSaarbrucken及びWLB

Stuttgartの誌名，所蔵，団体名の記入を包括していた。

新らたな強力な参加機関（例えばGesamtverzeichnisdeutschsprachigerZeitschriften

undSerien,GDZS)が加入したこと，それによってデータがかなり増大したこと，そして雑誌

データ・バンクのような統合システムが協|司作業をする場合に生ずる諸問題，等から，プロジェ

クトの急激な拡張に適合するような,ABT雑誌データ・バンクの総合構想(Gesamtkonzeption)

を確立する必要が生じたのである。かくして，国立図書館総合目録・ドキュメンテーション部

門に中央編集部(Zentralredaktion)が設けられ,更らに学術振興会の要請により，雑誌データ・

バンクの運営理事会(Steuerungsgremium)が設立された。この理事会が,本データ・バンクの

構成とその組織に関する構想を策定したのである。広域的なABT雑誌データ・バンクに関す

るこの組織構想では，「中央運営機関」と「雑誌データ・バンク機関」とが互に峻別されている。

2．1中央運営機関(ZentraleDienstleis伽ngseinrichtungen)

中央運営機関とは，図書館技術研究所(ABT)と国立図書館総合目録・ドキュメンテーシ

ョン部門を指すが，両機関の間には業務上の区別がある。

ABTは，システム開発とデータ処理を重点に雑誌データ・バンクの活動に関与する。デー

タ処理のための諸プログラムは，システム開発の枠組の中で作成，文書化され，管理される。

ABTは提供されたデータの機械処理のほか，以下のことがらに関する権能を有している。新

規収録リスト(Einleseprotokoll),雑誌データ・バンクの全所蔵リスト(Gesamtausgabe)及び

その補遺版，を定期的に出力すること，各種の雑誌目録（総合目録，専門分野目録，等）を作成

すること，ならびに出力フォーム（高速印刷版,写植版,COM版)を決定すること，などである。

国立図書館総合目録・ドキュメンテーション部門は,次の点を重点に雑誌データ・バンクの

活動に関与する，即ち，誌名，所蔵，及び団体名の各記入をEDV(ElektronischeDatenver-

arbeitung)とRAKに適合させながら，それぞれのファイルを拡張すること，誌名及び団体

名の中央編集部(Zentralredaktion)を通じて，データの書誌的な調整を行う，等である。デー

タ・プールの拡張は次のように行われる。つまり，総合目録・ドキュメンテーション部門のドイ

ツ語及び外国語編集部がカタログの形で保有している資料を入力していく，他方，雑誌データ

バンクに流入する記入を，重複記入のコントロールと第2次校正により検査し，これらの記入

の書誌的な調整を計る，という方法である。

2．2雑誌データ・バンク機関(OrganederZeitschriftendatenbank)

雑誌データ・バンク機関とは，運営理事会，データ・バンク委員会,RAK研究グループ，及

びデータ・バンク参加館作業部会を指している。
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運営理事会(Steuerungsgremium)はデータ・バンクの基本問題について権能を有してい

る。基本問題とは，開発と産出物についての原則と優先順位の決定を含む，目標設定，及びデ

ータ．バンクにおける雑誌目録作業の調整に関連して生ずる原則的な問題をいう。更らに運営

理事会は，データ・バンクへの新規加盟館の採択を決定し，他の委員会との間で意見の相違が生

じた場合，その調停の役を果すのである。

運営理事会の現在の構成は次のとおりである。つまりABT,国立図書館,ABT監査部，

学術振興会図書館専門員からそれぞれ1名ずつの代表者と，学術振興会図書館委員会によって

任命された2名の代表者から成っている、

データ.バンク委員会(Datenbankausschuss)は,雑誌データ・バンクの運営に関する実際

的，基本的な問題を取扱う。データ・バンク委員会の中心課題は雑誌データ・バンクの稼動能力

の確立と改良である。この委員会は，運営理事会によって定められた枠内で，人的，物的及び

運営規則上の諸条件を考慮しながら，所要の決定を下す。

そのために当委員会は特に次の課題を重視する。

－作業フローの策定とその確立

一年間産出計画の策定

一プログラム化計画の確立

一計画の優先順位の決定

データ.バンク委員会は,ABT,国立図書館総合目録・ドキュメンテーション部門のそれぞ

れ3名ずつの代表者によって構成されている。委員長とその代理者は，それぞれ2年交替で

ABT,国立図書館総合目録・ドキュメンテーション部門から任命される。

データ・バンク委員長は，総合的な対策が実施されるよう監督するとともに，対外的にデー

タ.バンク委員会を代表する。データ・バンク委員会の開催期間以外で短期的に発生する問題

は，委員長とその代理者の一致で調整される。

RAK研究グループ(RAK-Arbeitsgruppe)はデータ・バンク委員長の委託により，雑誌デ

ータ.バンク参加館によるRAKの普及と応用のための指針を作成する。またこのグループは，

穿孔フォーム(Ablochschema)の書誌に関する部分を処理し，その定常的な調整に協力する。

RAK研究グループのメンバーは，目録作業ないしは，目録規則上の諸問題を研究してい

る図書館専門職で構成されている。雑誌データ・バンクの参加館になっていない図書館の代表

者も，このグループで協働することが出来る。

データ.バンク参加館作業部会(ArbeitsgemeinschaftderDatenbankteilnehmer)は雑

誌データ・バンクの個々の参加館の利益を代表している。この会は参加館の希望と要求を審議

し，調整するために，定期的に年2回の会議を招集する。ここでの決議案は更らに審議をつく

すため，データ・バンク委員会に送られるか，ないしは，基本的に重要な問題である場合には，

データ・バンク委員会の態度決定を付して，運営委員会に提出される。

データ.バンク参加館作業部会は，参画しているそれぞれの相互貸借地域(Leihverkehrs-

region)から選出される最大限2名の代表者によって構成されるが，この場合，該当地域にお

いて，大学図書館，州立図書館，ないしは中央専門図書館(ZentraleFachbibliothek)のいず

れか最少限2館が,雑誌データ・バンクの参加館になっていなければならない。代表者の選出に

際しては，雑誌データ・バンクへの参画程度が，出来るだけ考慮されることになっている。

3．雑誌データ・バンクにおける一般的業務手続

雑誌データ．バンクは，1つのマルチ・ファイルシステム(Mehrdateiensystem)で誌名

（490）
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ファイル，所蔵ファイル，及び団体名ファイルを包括している。

それぞれのファイルにデータを入力するには，それぞれの規定があり，それらに対応して

業務手続も異っている。例えば，誌名記入に関しては，目録作成館が初校を了えるまで責任を

持ち，それ以後は誌名・中央編集部(Zentralredaken/Titel)の責任となる。所蔵ファイルにお

いては，所蔵データが場所によって異る性格をもつので，個狗の参加館の通則が有効となって

いる。団体名の記入は，個々の参加館から，団体名ファイル・中央編集部(Zentralredaktion/

Korperschaftsdatei)を経由して雑誌データ・バンクに入力される。

業務手続の詳細は以下のとおりである；

データ・バンク参加館は，現行のデータ・バンク全所蔵リスト，ないしはその累積補遺版を

手がかりに，所蔵雑誌を点検する。タイトルが雑誌データ・バンクにある場合は，所蔵記入を作

成する6タイトルが全所蔵リストないしは補遺版で確認できない場合は,雑誌データ・バンクの

穿孔フォームに従って誌名記入が作成され，それに対応する記入が機械可読形のデータ媒体に

変換される。その後,ABTにおいてマシン処理が行われることになる。ここで新規収録リス

ト(Einleseprotokoll)が作成されるが，このリストには誌名記入が，予稿のかたちで出力され

ている。さらに，エラーリスト(Fehlerprotokoll)によって不正確な記入が指示される。デー

タ提出館は，その都度，初稿を義務づけられるが，新規収録リストは，その際の原稿となるも

のである。それ以後の校正一例えば，ほかのデータ・バンク参加館の希望によるもの－は，す

べて誌名・中央編集部によってオン・ラインで処理される。

所蔵ファイルの作業手続きも同様であるが,必要な校正は専らそれぞれのデータ・バンク参

加館によって行われている。

団体名記入は，雑誌データ・バンクの穿孔フォームに従って作成されたのち，団体名・中央

編集部(Zentralredaktion/Korperschaften)あてに送られ，そこで一括して雑誌データ・バンク

に入力される。

4．現状

4．1雑誌データ・バンクの収録範囲

雑誌データ・バンクの収録範囲は，この2年間でかなり拡大した。例えば，現在の月間の増

加は，誌名ファイルの記入数で3,000以上，所蔵ファイルの記入数で約12,000にのぼる。

それぞれのファイルについては次のようになっている。

誌名ファイル 1

所蔵ファイノ’

団体名ファイノI

1976年11月

74,000

215,000

67,000

1)RAKによるタイトル数

1977年11ﾉミ

113,00C

357,00C

72,00（

増加数

39,000

142,000

5,000

これらの数字を更らに詳しく分析すると，雑誌データ・バンクに報告されたタイトルの約

55％が，ドイツ語によるものか，ないしはドイツ国内で出版されたものであることがわかる。

タイトルの56％以上が1945年以降に創刊されたものである。

所蔵データには，ドイツ連邦共和国及び(西)ベルリンに所在する大部分の学術図書館のも

のが含まれている。学術図書館のほとんどが大学図書館である。この所蔵データは，雑誌デー

タ.バンク参加館から直接送られたものか,ないしは国立図書館総合目録・ドキュメンテーショ

（491）
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ン部門のユニオンカタログ編集部(GZS=GesamtverzeichnisderZeitschriftenundSerien,

GDZS=GesamtverzeichnisdeutschsprachigerZeitschriftenundSerien,GAZ=Gesamtver-

zeichnisauslangischerZeitschriften等）から得られたものである。

4．2雑誌目録

本年は，データ・バンク参加館あての業務用リストのほかに,特に次の雑誌目録が作成され，

すでに刊行されているか，あるいは出版予定になっている；

戸

2）主記入，参照，所蔵記入の合計

3)Perm-Indexは統計に含まれていない

4．3研究開発

データ交換の観点からすれば，雑誌データ・バンクのオフ・ライン業務はかなり，過去的な

状況になりつつある。従って,現在の研究開発はオン・ラインに集中している。更らに試行段階

として，オン・ラインによる即時的な所蔵確認の実験が既になされている。国立図書館総合目

録・ドキュメンテーション部門とベルリン自由大学の図書館は,現在でも雑誌データ・バンクの

ファイルにオン・ラインでアクセスできる。

更らに現在,雑誌データ・バンクの検索システムの導入について実験がなされている。この

システムでは，資料名，ないしはある場合には，団体名からの件名によって，誌名と，それに

該当する所蔵記入が検索されることになるであろう。

データ交換の分野では，ヘッセン雑誌目録編集部との共同作業が最も成功している。デー

タ交換は，交換フォーマットMAB1を介して展開されることになろう。そこで，雑誌データ・

バンクの誌名ファイルと団体名ファイルは，すでにMAB1のフォーマットで存在している。

更らに本年末には,ヘッセン州において,MAB1の内部用フォーマットへ変換するプログラム

が完成されることになろう。現在は，その逆方向（ヘッセンMAB1データのABTフォーマ

ットへの変換）で業務がなされている。

P

視聴覚資料目録（ビデオ資料3）

宍学．，心舜

詞医が卜大学病院長

到立病院医携
沃酔科疾長

環器の墓硬

(492）
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出 版物 日イ寸 総記入数2）
誌名記入数
(主記入）

所蔵記入数

GZS(写植版）

StuttgarterZeitunger

Datenbank-GesamtausdruckundPerm-

Index3)(マイクロ・フィッシュ）

UBKarlsruhe(写植版）

FachverzeichnisTheologiederUE
Tiit1nger (写植版）

Tubingen/Neuphilologie(写植版）

GesamtausdruckderKorperschaftsdatei
derZeitschriftendatenbank

PermIndexzumGesamtausdruckder

K
4

orperschaftsdate'

ｆ
ｆ
脹
族
族
脹
促

４
５
５
６
、
皿
ｕ

年
年
年
年
年
年
年

７
７
７
７
７
７
７

７
７
７
７
７
７
７

77年11腹

92,574

2,633

437,148

22,395

5,815

9,185

129,271

57,639

18,77（

1,14〔

92,07〔

7,59（

i,m

2,86（

72,178

一

61,968

1,074

277,228

7,024

1,664

3,065

一

ー一
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|剛名（作品名題 指導・監修苓

人類と細菌の戦い医療技術セミナー教材

脳 〃

末梢循環〃

降圧剤〃

筋肉〃

肝臓〃

人体を見る（1）〃

（2）〃 〃

（3）〃 〃

（4）〃 〃

（5）〃 〃

局部診断学レベル診断1

局部診断学レベル診断2

肝臓癌胎児性蛋白と肝ガン

環境適応と内分泌

騨液分泌と消化管ホルモン

子供と注射

心理と生理

概念学習と問題解決

知 覚

動物の学習

行動観察法

初期行動

記憶の実験

(自然科学関係）

メダカの卵

ファーグル昆虫記の世界
～カリバチ習性と本能～

植物群落の移り変り

沼地の世界

地震予知への道
～松代地震をめぐって～

自然界のつり合い
～動物の数は何で決まるか～

かえるの誕生

蜂の生活

野尻湖発掘の記録

(体育関係）

テニス教室
～軟式テニスの基本技術～

バレーボール教室

(語学関係）

BorneduVieuxMonde

Cantal

順天堂大学病院長小酒井望

鹿児島大学教授朝倉哲彦

東京大学講師三島好雄

東京女子医科大学教授杉野信博

東京学芸大学教授小野三嗣

東京大学第一内科遠藤康夫

金沢医科大学武田昭男，小田島粛夫

同上

同上

同上

同上

東京女子医科大学教授丸山勝一

同上

北大医学部生化学平松秀松

北大医学部生理学伊藤真次

北大獣医学部生理学菅野富夫

［
Ｉ
勺
上
句
Ｉ
局
Ｉ
ｎ
〉
、
）
局
Ｉ
Ｒ
）
（
ろ
ワ
］
Ｆ
Ｄ
ワ
白
戸
、
０
Ｊ
Ｑ
〉
ｏ
〉
ハ
Ｕ
ｑ
〕
州
司
〔
し
ｒ
、
Ｅ
し
４
Ｊ
炉
と

ワ
】
、
。
ワ
］
ワ
］
、
。
へ
。
ワ
臼
ワ
］
ワ
臼
へ
。
ワ
』
ｎ
Ｊ
ワ
』
ワ
］
ワ
臼
ワ
］
ｎ
ｏ
可
上
‐
上
へ
。
ｎ
ｏ
で
１
１
今
勺
上

３
５
６
８
９
０
１
２
３
４
５

１
１
１
１
１
１

、

東京教育大学岩原九良｜

京都大学梅本尭チ

横浜市立大学加藤義リ

東京教育大学心理学藤田統，牧野順四良｜

北大教育学部三宅和ヲ

お茶の水女子大学教授浅見千鶴可

慶応義塾大学教授印東太良

東京都立大学理学部発生学研究室

神戸大学教授岩田久二雄

９
０
２
４
８
０
５
５
０

１
３
２
２
２
３
１
４
３

、

東京大学地震研究所

農林省農業技術研究所伊藤嘉昭

科学映画研究会

日本昆虫会々員岩田久二雄，守本陸也

野尻湖発掘調査団

日本軟式庭球連盟

日本バレーボール協会

斎藤孝弘ｔ
ｆ
２
１

17

12
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◇人事往来◇

新図書館委員

井上力太（工学部教授）53．6．1

高木光造（水産学部教授）53．5．1

山下格（医学部教授）53．9．16

配置換

桑野勇次大学院環境科学研究科(整理課教査分館整理掛）53.10.1

採用

藤沢一教整理課教養分館整理掛53.10.1

蓮沼博子整理課整理掛53．7．3

辞職

新川千鶴子整理課整理掛53．6．30

P

北海道大学附属図書館報「愉蔭」（通巻49号）

1979年1月10日発行発行人矢部一郎

編集委員横山梅雄（長)・若月修・笹哲夫・似鳥正吾・野地俊郎・高橋裕・田中一郎

達昭二・平田忠夫・堅田政孝・山本幾夫・船木敏美・坪田充弘

発行所北海道大学附属図書館札幌市北区北8条西5丁目電話代表711-2111（2967）

印刷所文栄堂印刷所札幌市中央区北3条東7丁目電話代表231-5560-5561

（493）

題名（作品名）
時間

(分）

ChateanxetRivieres

CoeurdelaFrance

DouceurduVillage ］

211,，

Eygalieres,CommunedeFrance

GenesedeParis

HeuresdeLyon

InconnusdelaTerre1

211，，

SeineRencontreParis

SemaineenFrance

ChansonsdeGestes

JourdeMarche

Sillages

(文学関係）

激石の世界

(体育関係）

テニス教室
～軟式テニスの基本技術～

バレーボール教室

(管理関係）

あなたも防火管理者

煙の恐’怖
～ピル火災～

ジョエルーマビルの惨事

１
８
５
３
３
３
７
２
０
１
６
１
２
６
２
０
６
０
７
５

２
１
２
２
３
１
２
２
２
３
１
２
１
１
２
２
１
２
２
１


